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要旨 

「令和 5 年度全国学力・学習状況調査の結果」(国立教育政策研究所, 2023) では、「『話すこと（発表）』の言

語活動を行った」と回答した中学校は 86.9%、「『話すこと（やり取り）』の言語活動を行った」と回答した中学

校は 76.8%であった。平成 31 年度の調査と比較すると、いずれの数値も上昇しており、各学校において実践が行

われたことがうかがえる。同調査では、即興で自分の考えを英語で伝え合う言語活動や、聞いたり読んだりした内

容について英語で書いてまとめたり、自分の考えを書いたりする言語活動を行っている学校と行っていない学校

では、『英語の勉強が好き』という生徒の割合に 2 倍以上の大きな差が出ている。（行っている学校 67.3%、行っ

ていない学校 33.6%）本校においては昨年度より継続してペアやグループにおけるやり取り型タスクを毎学期実

施し、生徒はテーマに沿った発表を考えるだけでなく、聞き手に配慮しながら、内容や方法をより良いものにしよ

うと工夫を重ねている。留学生とやり取りをするタスクにおいては、タスクの発表に取り組むだけでなく、相手に

質問をしたり、伝わっていない言葉をパラフレーズしたりすることを通して、より円滑に意思疎通が図れると実

感していた。このため本実践では「生徒にとって真正性のある実社会とつながるようなやりとり型タスク活動を

効果的に課すことで、言葉を選ぶ力（相手とのやりとりの中でわかりやすい文や語句を選んで伝えられる力）を高

め、自分の思いや考えを表現する力（自分の思いや考えを理由づけて説明し、相手の考えと比較しながら、話題を

広げたり話をまとめたりする力）を育成できる」という仮説のもと授業改善に取り組んだ。その結果、85.2%の生

徒がタスクに取り組むことで即興的に英語で話す力が伸びたと感じると答えたことから、本実践により生徒は自

分の思いや考えを表現する際に、適切な言葉を即興的に選ぶ力と、その意欲を高めることができたと考えられる。 

 

キーワード： 話すこと（やり取り） 真正性 即興性 

 

１ はじめに 

現代社会において英語によるコミュニケーション能

力は、国を越えて多様な価値観と関わるための基盤と

して、ますます重要性を増している。平成 28 年 12 月

に行われた中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、

高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及

び必要な方策等について（答申）」では、急速なグロ

ーバル化の進展を背景に、「外国語によるコミュニケ

ーション能力はこれまでのように一部の業種や職種だ

けでなく、生涯にわたり必要となること(p.192)」が示

された。また、「指導改善による成果が認められるも

のの、学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課

題が生じるといった状況(p.192)」、「中・高等学校に

おいては、文法・語彙等の知識がどれだけ身についた

かという点に重点が置かれた授業が行われ、外国語に

よるコミュニケーション能力の育成を意識した取組、

特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が

十分に行われていないことや、生徒の英語力では、習

得した知識や経験を生かし、コミュニケーションを行

う目的・場面・状況等に応じて適切に表現すること

(p.192)」に課題があることが指摘された。 

これらを踏まえた平成 30 年改訂学習指導要領（文

部科学省,2017）では、外国語科の目標として「簡単な

情報や考えなどを理解したり、表現したり伝え合った

りするコミュニケーションを図る資質・能力を育成す

ること(p.10)」が目標に設定され、特に「話すこと(やり

取り)」の充実が求められた。 

さらに令和 5 年度全国学力・学習状況調査では、多

くの学校が「話すこと（やりとり）」の言語活動に取

り組むようになったものの、即興で自分の考えを伝え

合う活動の有無によって「英語が好き」と答える生徒

の割合（活動あり：67.3%、活動なし：33.6%）に大き

な差が生じていることが報告されている。このことか

ら、生徒が自分の言葉で伝え、理解し合う経験を繰り

返すことが、意欲や自信の向上につながることが示唆

される。 

上記の課題に対応するため、本校では昨年度より、

「実践する英語―世界への架け橋となる生徒の育成～
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やりとり型タスクの実践を通して～」を研究主題に掲

げ、英語を単に学ぶ対象としてではなく、実際の社会

とつながるための手段として位置づけた授業改善を行

ってきた。本実践では、真正性のあるやり取り型タス

クの実践を通して、生徒が自分の思いや考えを表現す

るために適切な言葉を選び取り、即興的に伝え合う力

をどのように育成できるのかを明らかにすることを目

的とする。 

 

２ 実践の背景 

本校では令和 3 年度より「発表型・やり取り型 二

領域統合型言語活動」を教科テーマに掲げ、スピーチ

を中心とした発表型タスクを積極的に実践してきた。

2023 年 3 月の質問紙調査では、100％の生徒が英語学

習の重要性を認め、96％が発表型タスクへの意欲を示

しており、生徒が「話すこと（発表）」に前向きに取

り組んできたことが分かる。 

しかし、その一方で、相手とのやり取りを中心とし

た言語活動は十分に位置付けられておらず、「英語の

授業では、安心して英語で話すことができている。」

と答えた生徒は 63%に留まった。即興的に英語を使う

場面では不安を抱える生徒も多い。準備した内容を発

表する活動から、状況に応じて言葉を選び取る活動へ

と発展させることが、本校の課題として浮かび上がっ

てきた。 

この課題に対応するため、令和 5 年度の研究主題を

「意欲的に英語を話すことができる生徒の育成～やり

取り型タスクの実践を通して～」と設定し、これまで

の研究同様 Task Based Language Teaching (TBLT)を基

盤として、年間 3 回のやり取り型タスクを新たに計画

した。生徒が互いの発話に応じて表現を調整しながら、

自分の思いや考えを英語で伝え合う経験を積むことで、

「コミュニケーションを図る資質・能力」の育成を目

指した取組である（篠宮・鈴木・大瀧, 2023）。 

こうした取組を続ける中で、やり取り型タスクを導

入すること自体が目的化していないか、また、タスク

の内容が生徒にとってどれほど真正性をもつものとな

っているのかを改めて問い直す必要性が高まった。第

二言語習得研究やコミュニカティブ・ランゲージ・テ

ィーチングに関する先行研究では、真正性とは、教室

外における現実の言語使用場面をどれだけ反映してい

るかという「本物らしさ」を指し、「状況的真正性」

や「やり取りの真正性」が高いタスクほど、学習者の

主体的な関与を促すとされている。「状況的真正性」

とは学習活動が文字通りの現実世界に対応している状

況である。一方で「やりとりの真正性」とは、状況的

真正性は確保できないものの、意思決定や状況説明等

の現実的に行われる認知プロセスが存在することで成

立する真正性がある（松村, 2017）。また、活動の中で

学習者に表現や内容の「選択」の余地が与えられるこ

とで、自律性が高まり、コミュニケーションへのエン

ゲージメントが深まることも指摘されている(鈴

木,2024)。 

本校においても、発表型タスクを通して英語を話す

ことへの意欲は高まってきた一方で、即興的なやり取

りの場面では不安を抱える生徒が依然として見られた。

このことから、生徒が「何を伝えるか」を自ら選び、

その必要性を実感できるような真正性の高いやり取り

型タスクが、言葉を選びながら英語で伝え合う力の育

成にどのように影響するのかを検証することが求めら

れると考えた。 

そのため本実践では、昨年度から進めてきた TBLT

（Task-Based Language Teaching）を基盤とした取組を

さらに発展させ、生徒にとって実社会と関連のある真

正性の高いタスクを導入してきた。こうしたタスクに

取り組む生徒は、単に英文を作成したり暗唱したりす

るのではなく、「相手に伝わる英語」を選択する必要

に迫られる。その過程で、既習語彙を使った言い換え

（パラフレーズ）や、相手の発話に応じた応答など、

実際のコミュニケーションに不可欠な力が育まれてき

た。 

2025 年 3 月に行った質問紙調査では、98.8％の生徒

が「タスク活動に意欲的に取り組めた」と回答し、

95.1％の生徒が「英語で話す力が伸びた」と実感してい

る。また自由記述からは、「難しい語彙より、聞き手

に伝わる英語を意識できた」「直訳せずに言い換える

力がついた」「相手とのやり取りを通して理解を深め

られた」という意見が多く、やりとり型タスクが、生

徒の言語選択能力（言葉を選ぶ力）を育て、自信を伴

ったコミュニケーション経験に直結していることが示

された。 

これらの成果を踏まえ、本実践では、生徒にとって

真正性のあるやりとり型タスクを効果的に設定するこ

とで、言葉を選ぶ力（相手とのやりとりの中でわかり

やすい文や語句を選んで伝えられる力）を高め、自分

の思いや考えを表現する力（自分の思いや考えを理由

づけて説明し、相手の考えと比較しながら、話題を広

げたり話をまとめたりする力）の育成がさらに可能と

なるのではないかという仮説を検証する。そのために、

本年度も年間 3 回のやり取り型タスクを計画し、生徒

が「伝えたい」「聞きたい」という必然性を感じなが

ら英語で思考し表現する学びの実現を目指した。 

本実践では、以下の研究仮説を設定した。 

 

研究仮説：生徒にとって真正性のある、実社会とつな

がるやり取り型タスクを効果的に課すことで、 

①言葉を選ぶ力（相手とのやりとりの中でわかりやす

い文や語句を選んで伝えられる力）を高め、 

②自分の思いや考えを表現する力（自分の思いや考え

を理由づけて説明し、相手の考えと比較しながら、話
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題を広げたり話をまとめたりする力）を育成すること

ができる。 

 

３ 実践研究経過 

３．１ 状況的真正性のあるタスクの設定（第 2 学年） 

第 2 学年授業実践（7 月） 

Task Welcome to My Hometown 

～ヴェトナムの留学生が行ってみたくなる

ようなふるさと自慢をしよう～ 

単元 

目標 

ヴェトナムの留学生に「行ってみたい！」と

思ってもらえるように、自分の住む町につ

いて、調べたことや自分の考えなどを整理

し、簡単な語句や文を用いて伝えたり、相手

からの質問に答えたりしている。 

  

本項では『 New Horizon2 』 Unit1 “What can we 

experience on a trip?” における取組について述べる。本

単元の題材では、登場人物の Riko がゴールデンウィー

クにおば夫婦の住むシンガポールを訪れ、他民族国家

の多様な文化に触れる。またおばの夫ダニエルとの交

流を通して第二言語として英語を学んだ者同士が英語

でコミュニケーションできる経験をする。 

 今年度、生徒たちは 4 月に新潟で民泊体験をし、そ

こで暮らすホストファミリーの生活や仕事を体験した。

積雪の多い地域特有の縦型の信号機や二重扉の玄関に

驚き、民泊先の家庭で「笹寿司」「サメの天ぷら」な

ど今まで自分の家庭では食べたことのない食べ物を食

べ、同じ日本の中でも文化は大きく異なるのだと学ん

だ。そのため、Unit1 “ What can we experience on a trip? ” 

に興味を持って意欲的に取り組んだ。 

 本校では７月にヴェトナムの日本国際学校の生徒を

迎え、共に学校生活を送る貴重な機会を得た。そこで

本単元のタスクとして、「初めて日本を訪れたヴェト

ナムの留学生が行ってみたくなるような『ふるさと自

慢』を英語で伝えること」を設定した。留学生の静岡

での滞在期間は非常に短く、実際に生徒のふるさとを

訪れることは難しいかもしれない。しかし、生徒たち

には、自分の紹介を聞いた留学生が「また日本に来た

い」と感じてくれることを意識しながらタスクに取り

組んでほしいと考えた。紹介する内容を自分で選び、

留学生がどのような反応を示すかを想像しながら準備

をすることで、実際の交流の場面で相手とのやり取り

を楽しめることを期待した。また第二言語として英語

を学ぶ者同士が英語でコミュニケーションをとる楽し

さを実感させたい。さらに、自分の「ふるさと自慢」

を発信することが、日本の良さを海外の人に伝えるき

っかけになるという視点も育てたいと考えている。こ

のタスクに取り組むことが、生徒自身や友達が暮らす

地域の魅力を改めて見つめ直し、ふるさとの価値を再

発見する機会となることを期待した。 

 生徒たちは最初 30 秒程度の短い“Welcome to my 

hometown”の紹介を行う。それに対する相手の質問に

対して（自分が調べた知識を基に）即興でやり取りを

行う。「自分の思いや考えを表現する際に、適切な言

葉を即興的に選ぶこと」に、意欲的に自信を持って取

り組めるための土台となる活動としたいと考え、この

ようなタスクを設定した。本タスクを達成するために

資料 1 に示す評価表を配付し、目指す姿を生徒と共有

した。評価表での目標の確認と事後の自己評価につい

ては 1 年時より積み重ねてきている。3 観点の基本的

な評価基準に加え、今回のタスクを達成するための要

素を条件として 3 つの条件を設定した。やり取りの条

件として質問に適切に答えていることに加え、相手に

考えを求めたり、話題を深めたり広げたりすることで、

やり取りが充実すると考えた。 

単元構成を以下のように考えた。まず第 1 時から第

4 時にかけて本文内容及び新出言語材料の学習に充て

た。第 5,6 時には「ふるさと自慢」の概要を決定し、

やり取りの導入となる 30 秒程度の短い提案（short 

suggestion）を作成した。第 7,8 時には、即興でのやり

取りに備えたスライドづくりと会話練習を行った。生

徒がやり取りの中で答えられなかった情報を補いなが

ら、徐々に自信をもって安心してやり取りができるよ

うにすることをねらいとした。第 9,10 時には、小集団

（4 人グループ）で、聞き手が留学生になりきってや

り取りを行う活動を実施した。また、グループで聞い

た発表内容をペアの生徒に報告する活動も取り入れ、

相手の話を丁寧に聞く姿勢や、文法的に正しく言い換

える力を育成した。これらのやり取りと修正を重ねた

上で、やり取りと修正を積み重ね、第 9 時には 6 人グ

ループで、実際に留学生を迎えた場面を想定したやり

取りを行わせた。 

 実際の発表では、本校を訪れたヴェトナムの中学生

のうち 3～6 名が２年生各クラスの授業に参加し、留

学生との 1 対 1 のやり取りを 6～12 人の聴衆が見守る

形で実施した。やり取りは発表者を交代しながら、次

の手順で進めた。 

①30 sec short suggestion 

  ②3 min Q&A time 

  

３．２ 実践の成果 

３．２．１ 発表動画の質的分析 

  本実践の成果を検討するため、発表の様子を録画し、

文字起こしを行ったうえで質的分析を実施した。分析

対象は、発表動画より、担当教員が 2 年生のタスク遂

行時の対話の進め方に着目し、聞き手に応じて内容を

調整する生徒と既習語彙・表現を活用し、質問や説明

によって対話を継続する生徒の 2 類型から生徒 2 名

（生徒 A, 生徒 B）を抽出し分析を行った。 

 生徒Aは聞き手に応じて内容を調整する生徒である。 
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(1)は本時における生徒 A の発話の抜粋、(2)は 1 年

次に実施した家族紹介の発表における発話の抜粋であ

る。本時の振り返りにおいて、生徒 A は「自分たちの

街についてアドリブで語れるようになった」と記述し

ている。(1)の発話では、生徒 A が Me too.と相手の発

話に反応したり、質問を行ったりすることで、聴き手

の選択に応じて話題を切り替えながら対話を継続して

説明しようとしている様子が観られる。 

 

(1) 2 年次（本時）における生徒 A の発話（抜粋）  

生徒 A:  I love soccer. 

留学生:  Me too. 

生徒 A:  Me too. My favorite soccer team is Shimizu S-

pulse. This is Shizuoka prefecture’s soccer 

team. My favorite Japanese food is sushi. Do 

you like sushi? 

留学生:   Yes. 

生徒 A: If you are interested in it, I recommend Hamazushi. 

Today, I am going to introduce Fujieda city. I 

can introduce sports, places, and souvenirs. 

What would you like to know? 

留学生:  Places. 

生徒 A:  The city has Rengeji Pond Park. It has a very big 

pond. Very big park. We can’t fishing there, 

but we can feed fish. We can enjoy very big 

sliders. It is very fun. And we can go to (略) 

What would you like to know, sports or 

souvenirs? 

留学生:  Sports. 

生徒 A: Oh, nice. Fujieda city is famous for soccer.  

 

一方で(2)に示す 1 年次の発話では、生徒 A の発話は

教師の問いかけに応答する形で進行し、聴き手を意識

した問いかけ、話題の転換といった、2 年次では見ら

れた即時的なやりとりは見られなかった。 

 

(2) 1 年次における生徒 A の発話（抜粋）  

生徒 A: Hello. He is my young brother. 

教師: How old is he? 

生徒 A: He is elementary school…“生徒”.  He is 10 years 

old. He likes soccer. (略) He practiced soccer at 

this high school. 

教師: What is he doing? 

生徒 A: He’s ○○soccer team. He practiced soccer very 

hard. I like sushi, but he likes yakiniku. He is 

funny. I like him. Thank you.  

 

 次に生徒 B の発話を(3)と(4)に提示する。生徒 B は

既習語彙・表現を活用し、質問や説明によって対話を

継続する生徒である。本時の振り返りでは、「原稿を

読むのではなく相手との対話を通して柔軟に対応する

ことができました」とあるように、相手に質問を投げ

かけ、その反応を踏まえて相手と対話している様子が

見られた。また dried bonito、three ports といった具体

的な名詞句を使い、限られた語彙知識の中で詳しく説

明する様子も見られた。 

 

(3) 2 年次（本時）における生徒 B の発話（抜粋）  

生徒 B: I like reptiles. My favorite reptile is turtles. 

Do you like animals? 

留学生: I like dogs. 

生徒 B: Ah, dogs, nice. Do you have a dog? I like sushi. Do 

you like sushi? What kind of sushi? 

留学生: Yes. Fish. 

生徒 B: Fish. Nice. Today, I am introducing you to Yaizu 

City. What do you need to know? 

留学生: Food. 

生徒 B: This is the Yaizu udon shop. Udon is a Japanese 

noodle dish. This is dried bonito. Yaizu city has 

three ports. So Yaizu fish is very popular and 

famous. So dried bonito is on the udon. And this 

taste is very delicious. 

 

一方で(4)に示す 1 年次の発表では、生徒 B は教師やク

ラスメイトからの質問に答える形で発話を継続してい

る様子が観られた。 

 

(4) 1 年次における生徒 B の発話（抜粋） 

Student B: He is my grandfather. And he is 72 years old. 

He is a farmer. He grows vegetables and fruits. 

It’s very delicious. 

教師: What does he grow? 

Student B: He grows cucumbers. He grows passion fruits 

and mangoes. 

クラスメイト: Where is he? 

Student B: He is living in Yaizu. 

 

生徒 A と生徒 B の発話を本時と 1 年次の発話とで

比較すると、真正性のあるやり取り型タスクを継続し

て経験することにより、両者ともに「準備した文章を

使って話す段階」から「聴き手との会話の継続を意識

し、聴き手の発話に応じて発話を即時的に調整できる

段階」へと移行していることが示唆される。 

 

３．２．２ 生徒への質問紙調査の結果 

本実践の成果として、生徒が意欲的に英語でのやり

取りに取り組んだことが挙げられる。表 1 に示す単元

の終末に行った質問紙調査の結果によると、実際に英

語話者に話すという真正性の高いタスクは生徒のモチ

ベーションを高め、英語で自分が伝えたいことを伝え

る力がついたと感じている生徒が多いということがわ

かる。 
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表 1 質問紙調査の結果 (五件法, 回答者 106 名) 

 肯定率 平均値 

「英語を使って留学生に話す」という

ゴールがあるタスクはあなたのモチベ

ーションを高めると思う。 

92.9% 4.6 

今回のタスクに意欲的に取り

組むことができた。 
91.6% 4.6 

今回の単元を学習したことで、

英語で自分が伝えたいことを

伝える力が伸びたと感じる。 

85.8% 4.3 

 

 同調査の自由記述欄には、留学生との英語での交流

を通して得た学びや感想が多く寄せられた。「海外の

人と話すと、お互いの国の文化を比べられて面白かっ

た」「初めての国の人で少し緊張したけど、英語で心

を通わせられると思うとワクワクした」といったコメ

ントから、生徒は初対面の留学生とのやり取りを楽し

みながら積極的に取り組んでいたことがうかがえる。 

また、簡単な文でも相手に伝わることを実感し、相手

の反応に応じて説明を追加するなど、英語で自分の思

いや考えを伝える力が向上したことも確認できる。例

えば、「前の人の会話を聞いて質問を変えたり、相手

が興味を持ってくれたことに詳しく説明したり、臨機

応変に会話できた」「地元の有名な食べ物、昔からあ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る建物などを紹介する時に、英語でどう表現するか悩

んだけれど、先生や友達と相談しながら、自分の言葉

で伝えることができた」「伝わるように準備をして本

番で留学生と会話ができた時に達成感を感じた」との

コメントがあり、即興的な調整能力や相手意識に基づ

いた表現力の育成が見られた。「英語で自分の街を紹

介することによって、新鮮で、今一度、自分の街の良

さに気づけた気がした」とのコメントもあり、生徒が

ふるさとの価値を再発見する機会になったことも確認

できた。 

一方、課題としては、語彙や即興的表現の不足、異

文化理解の必要性、リスニング力の課題が指摘されて

いる。「日本でよく使われる英語がヴェトナムの留学

生には通じなかった」「深掘りして説明するのが苦手

で本番でも十分にできなかった」「話したいことが英

語ですぐ出て来なかったのでもっと語彙を増やして即

興でも文が作れるようにしたい」「英語を母国語とし

ていない者同士のやり取りでは、しっかりとした文法

で簡潔に話さないと伝わらないと感じた」とのコメン

トから、今後の単元設計において、(1)表現の幅を広げ

る語彙指導(2)即興的に話す訓練の継続(3)異文化理解

の視点を取り入れた活動を強化していく必要性を示し

ていると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1  2 年生タスク“ Welcome to my hometown ”で使用した評価表 
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３．３ 「やり取りの真正性」があるタスクの設定 

第 1 学年授業実践（10 月） 

Task My Ideal School~理想の学校を考えよう~ 

単元 

目標 

多様なルーツを持つ生徒が快適に暮らせ

るために、理想の学校について、自分の考

えや気持ちなどを整理し、簡単な語句や文

を用いてまとまりのある内容を論理的に

伝え合うことができる。 

 

本項では『New Crown 1』 Lesson 6 “School Life in the 

U.S.A.”における取組について述べる。本単元では、登

場人物のマークがアメリカの友達からメールを受け取

り、アメリカの学校生活について、日本人の友達に説

明するという場面が描かれている。教科書には、大き

なロッカーの前で荷物を持って移動する学生の写真や、

食堂で昼食をとる学生の写真が掲載されている。本文

の中では、マークがこれらの写真について現在進行形

の英語を用いて説明している。その他にも、デジタル

教科書にはスクールバスや授業の様子などの動画があ

り、補足資料として生徒に示した。生徒が実感する日

本との違いとしては、学生が荷物を持って教室を移動

することや、カフェテリアでビュッフェ形式の昼食を

食べている場面である。日本との違いに驚きつつも、

「自分の教室はあった方がいいな」「お弁当の方が好

きなものが食べられそう」「他の国の学校はどうなっ

ているのだろう」といった、自分なりの考えや意見が

伺える呟きが聞こえてきた。教科書の Part 2 までを読

み終えてアメリカの学校の概要について理解したとこ

ろで「いろいろな国の生徒が過ごしやすい学校ってど

んなものだろう」と投げかけ、”My Ideal School”のタス

クを提示した。自分が考える理想と他の生徒が考える

理想には違いがあることを理解した上で発表に臨める

よう、今回の活動は 4 人の小集団で発表を行うことに

した。発表の際には、理想の学校に相応しいものを投

票で選ぶことを伝え、他者にどう伝わり、どう理解さ

れるかという視点が必要になることを生徒は理解して

活動をスタートした。 

本実践では、毎時間の簡易リテリング、ワールドカ

フェ形式の練習、必要に応じた未習表現の導入が、発

表における言語使用および学習者の参加意識に与える

影響を検討する。 

単元は 9 時間で構成し、最初の 3 時間で教科書の内

容を扱った。第 4 時から第 8 時にかけてタスクの準備・

練習を行い、第 9 時に発表を行った。タスクに向かう

手立てとして、アメリカの学校生活がどんなものかを

説明できる簡易的なリテリングを毎回行った。写真を

見て伝えたり、スクリーンに示したキーワードをもと

に説明したりすることで、アメリカの学校について説

明できる語彙と文法を獲得した。タスクの準備では、

個人でアイデアを出し合い、その後は 4 人の小集団で

各自の案を検討し、グループの意見をまとめていった。

理想の学校の概要をまとめていく上で、生徒たちは「宿

題はやらなくていい」「部活は入らなくてはいけない」

などといった意見が多くの班から出てきた。意見を伝

達する上で必然性が生まれていたので、全体指導の場

で must、have to、don’t have to といった表現を紹介し

た。これらは未習の表現であるが、意思を伝達する上

での必然性に基づき、使用の場面や意味について伝え

た。また、各自が発表する際に使用した未習の語彙に

ついては、スプレッドシートで配付している“My 

Dictionary”に各自が記録するよう指示し、必要感から

生まれる語彙学習を支援した。それぞれの班の内容が

まとまり、第 6 時から第 8 時では、ワールドカフェ形

式を用いて発表者と聞き手の組み合わせを入れ替えな

がら交流を行い、自分の言葉で説明する練習と、他の

班との比較ができるように設定した。 

発表は図 1 のようにスクリーンを用いて行なった。

1 班 5 分（発表 3 分・質疑 2 分）で行い、自分たちの

アイデアを発表するだけでなく、聞き手を巻き込む構

成とした。全体の前で発表するのは初めてであったが、

生徒は自分たちの理想の学校を自分たちの言葉で語る

ことができた。 

 

３．４ 実践の成果 

３．４．１ 発表動画の質的分析 

本実践の成果を検討するため、発表の様子を録画し、

文字起こしを行ったうえで質的分析を実施した。分析

対象として、発表動画より、聞き手の反応に応じて発

話内容を調整することが困難であった生徒（生徒 C）

と、既習語彙や表現を活用しながら説明を行っていた

生徒（生徒 D）の 2 名を抽出し、分析を行った。 

 (5)は、本時における生徒 C の発話の抜粋である。生

徒 C の発話に対し、クラスメイトが日本語で反応や問

いかけを行っているが、生徒 C はそれに応答すること

なく、準備していた発表内容をそのまま継続して読み

上げている様子が見られた。本研究仮説である言葉を

選ぶ力（相手とのやりとりの中でわかりやすい文や語

句を選んで伝えられる力）がまだ育成途上であること

を示す事例である。 

 

(5) 本時における生徒 C の発話（抜粋）  

生徒 C: The morning routine starts at 8 o’clock. 

You can go home at 4:30 p.m. 

クラスメイト A: え？4 時半に起きるの？ 

クラスメイト B: 帰る帰る。 

(生徒 C はクラスメイト A, B に反応しない) 

生徒 C: After school, you have to do your homework. 

 

(6)は、本時における生徒 D の発話の抜粋である。生

徒 D の発話は、研究仮説②「自分の思いや考えを表現
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する力」に関して、一定の成果が見られた事例である。

修学旅行で行くことのできる場所について複数の選択

肢を提示したり、For example を用いて具体例を挙げた

りすることで、聞き手にとって理解しやすい説明を行

おうとしている様子が確認された。一方で、生徒 D の

発話は聞き手（クラスメイト）からの反応を引き出し

するようなやり取りは見られなかった。 

 

(6) 本時における生徒 D の発話（抜粋） 

生徒 D: You will go to field trip. You can choose Okinawa, 

Osaka, or Hokkaido. You can open a store in the 

Yubun. For example, takoyaki, game and …… 

Students can talk many ideas from their own ideas. 

 

以上のことから、生徒 C と生徒 D は「言葉を選ぶ

力」の発達段階にあり、聞き手のやりとりの中で言葉

を選んで伝えるまでには至っておらず、真正性のある

やり取り型タスクを通した継続的な授業実践の必要性

が示された。 

 

３．４．２ 生徒への質問紙調査の結果 

本タスクでの成果として、既習事項を活用しながら

発表を行えた点が挙げられる。学校の様子を発表する

場面では、三人称単数現在の -s を落とさないよう意

識し、発話の途中で言い直す姿や、ルールを伝える際

に can を用いる姿、写真を示して教科書のように現在

進行形を使用する姿などがあり、既習事項を往還して

いる様子が見られた。教科書では未習の語彙であった

must、don’t have to などの表現も（例：You don’t have 

to wear uniforms.）、情報伝達の上での必要性を感じ、

生徒が積極的に活用していた点も挙げられる。使用上

の文法的正確性には課題も見られたが、生徒が必要性

を感じて使用することは、言語習得の上で有意義であ

ると感じた。スライドのイラストやキーワードに関連

づけた内容を発表できている様子から、発表において

は簡易的なリテリングやワールドカフェでの練習が有

効であったと感じる。 

一方で、質疑応答の場面においては課題が残る。疑

問文の形が偏っていたり、質問内容が重複したり、質

問する生徒が固定化されたりしてしまうことである。

発表の内容が似通っていることや、自分が言いたい事

がうまく英語に変換されていないことがその原因であ

ると考えられる。表 2 のアンケート結果からも、この

点が課題として挙げられる。また、発表の内容面では、

宗教や文化的差異に配慮している班があった一方で、

個人的な嗜好や学級の仲間の支持を得られそうな内容

によるものが見られた点も課題である。 

 

資料 2  1 年生タスク“My Ideal School”で使用した評価表 
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表 2 質問紙調査の結果（五件法、回答者 106 名） 

 肯定率 平均値 

今回のタスクに意欲的に取り

組むことができた。 
92% 4.4 

タスクに取り組むことで、英語

で即興的に話す力が伸びたと

感じる。 

79% 4.0 

発表者に積極的に質問するこ

とができた。 
48% 3.4 

 

タスク終了後の生徒の振り返りからは、「日本人以

外の学生の文化にも対応できる学校を考えられた」「言

いたいことをしっかり伝えるためには、日本語を簡単

にして言い換える事が大切だと気づいた」「内容に応

じて have to  や don’t have to をしっかり使う事ができ

た」「三人称の表現や can の使い方を、練習で伝える

中で理解できた」といった、発表の内容面に関する肯

定的な意見が見られた。学校という限られた場ではあ

るが、グローバルな視点をもって活動できたことや、

既習事項を自然と活用できていた点は、生徒にとって

意味がある活動となった。 

一方で生徒が感じた課題としては「質問に対してス

ムーズに答えるのが難しかった」「どんな表現なら言

いたい事が伝わるのか考えるのが難しかった」「日本 

以外の国の学生のことをあまり考えられていなかった」

といった点が挙げられていた。教師の観察と同様に、

生徒自身も質疑応答の難しさを感じていた事がわかる。

ワールドカフェ形式で練習した際にも質疑応答は行な

っていたが、同じような質問であっても、違った表現

で聞かれると戸惑ってしまう場面が見られた。タスク

活動で狙いとしている即興性においては、今後も時間

をかけて取り組んでいく必要がある。生徒が思考、表

現する場面を意図的に設定する事が必要となってくる

ので、教科書の扱い方や既習事項の扱いを今後も工夫

していく必要がある。今回の取組から得られた知見を

踏まえ、継続・改善する必要がある。具体的には、(1)

より伝わりやすい表現を考えるための語彙指導(2)内

容や場面に応じて必然性のある表現の指導(3)やり取

りを即興的に行えるための言語活動の継続である。以

上の３点を生徒と共有しながら、さらなる活動の充実、

生徒の成長に繋げていきたい 

 

図 1 My Ideal School 発表の様子 

 

４ 成果と課題 

４．１ 質問紙調査の概要 

本実践における質問紙調査は、本校第３学年の生徒

を対象として実施した。調査は、本教育実践を開始す

る前の 2023 年 3 月（第 1 学年修了時）と、2 年間の実

践を経た 2025 年 12 月（第 3 学年在籍時）の 2 時点で

行い、同一学年集団の意識の変容を比較した。なお、

本調査は、2 年間にわたる教育実践の効果を検討する

目的から、実践前後のデータがそろう第 3 学年のみを

対象としている。 

 

４．２ 成果 

本実践では、「実践する英語―世界への架け橋とな

る生徒の育成」を教科テーマとし、真正性のあるやり

取り型タスクを通して、生徒が自分の思いや考えを相

手に伝えるために、状況や目的に応じて言葉を選びな

がら英語を用いる力の育成に取り組んだ。 

質問紙調査の結果、「英語を使えたら自分の進路や

将来の仕事に役立つと思う」と回答した生徒は、実践

前 99.1％、実践後 98.0％と非常に高い肯定率を維持し

ている。また、「英語を使えるようになりたい」は実

践前 99.0％から実践後 100％へと上昇しており、英語

学習の必要性や意義に対する意識が２年間の実践を通

して高い水準で保たれていることが分かる。これらの

結果から、生徒は英語を単なる学習対象としてではな

く、実社会で活用し、世界とつながるための言語とし

て捉える学習意識を形成してきたと考えられる。 

また、「英語の授業に意欲的に取り組めた」は実践

前 95.0％から実践後 97.1％へと上昇しており、生徒が

主体的に英語学習に参加できていたことがうかがえる。

さらに、「タスクに取り組むことで英語で即興的に話

す力が伸びたと感じる」は実践前 85.2％から実践後

91.3％へと大きく向上しているほか、「英語の授業で

は、安心して英語で話すことができている」も実践前

75.2％から実践後 80.6％へと上昇している。これらの

結果は、やり取り型タスクを通して、生徒が相手の反

応や状況に応じて表現を選び直しながら英語を用いる

経験を重ねてきたことにより、コミュニケーションを

図る資質・能力が着実に育成されてきたことを示して

いる。加えて、「テレビやインターネット、ラジオな

どから流れる英語を理解できればいいなと思う」は実

践前 92.1％から実践後 95.1％へと上昇しており、教室

内の学習が教室外の英語使用場面への関心へと広がっ

ていることが示唆される。このように、真正性のある

やり取り型タスクを継続して行うことで、生徒は英語

を用いて自分の思いや考えを相手に応じて表現する経

験を積み重ね、「言葉を選ぶ力」を伴った実践的な英

語使用力を身に付けてきたといえる。 

以上のことから、本実践は、生徒の「英語は実際の

社会で活用し、世界とつながるために学ぶものである」
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という学習意識を高めるとともに、相手や状況に応じ

て言葉を選びながら英語でやり取りを行う力、すなわ

ちコミュニケーションを図る資質・能力の育成に一定

の成果を上げたと考えられる。 

 

資料 3 質問紙調査の自由記述欄 

・タスクでは、相手と即興で話すことや、相手に質

問をする、ポスターの制作など様々なことをおこな

ってきました。それまでは、英語を身近に感じず、

ある程度の単語や文法など典型的な基本の会話く

らいをテンプレートのように行うのみでした。しか

し、タスクの人との関わりを通して、だんだん日本

語と同じ様に使うことができていき、英語を身近に

感じることができました。 

・タスクを行なっていく中で、自分の思いをはっき

りわかりやすく伝えるために、相手にとってわかり

やすい語句や自分の思いに合った言葉を探してい

き、語彙力が向上したと思います。また、即興で英

語が出る様になったというのもタスクのおかげだ

と思います。 

・わかりやすい文にするために、元の書きたい文の

意味を細かく分解し、その意味に合う言葉を使った

り、多少意味が違ってもニュアンスが伝わるような

単語を使ったりするなどして工夫しました。意味を

分解して言葉を当てはめるという動作を何回か繰

り返していくことで、即興で文を作る力も身につけ

ていくことができるようになりました。 

・タスクでは、他国から来た人に向けて、日本につ

いて紹介することがあり、そのような経験は、これ

から外国人の人と話す場面や、社会に出た時にいろ

いろな人と関わる場面で活かすことができると考

えました。また、多くのタスクをやってきたことに

よって、その場で英語を話すということにも前より

も慣れることができたと感じています。 

・教科書の内容を読んだり、試験の勉強をしたりす

るだけでは身につかない、「自分のことを英語で語

る力」をタスクから得ました。他人とディベートを

したり、自分の好きな物、事、人について書いたり

話したりすることで、自分専用の英語の語彙ができ

たように感じます。 

 

４．３ 課題 

一方で、質問紙調査の結果には、今後の課題を示唆

する点も見られた。「英語を生かして将来仕事をした

いと思う」と回答した生徒は、実践前 75.3％から実践

後 71.8％へと低下しており、英語使用の具体的な場面

を経験する中で、職業として英語を用いることの専門

性や難しさを実感した可能性がある。一方で、英語が

どのような進路や職業に結び付くのかを具体的にイメ

ージする機会が十分ではなかったことも課題として考

えられる。 

今後は、やり取り型タスクが単元の中で独立した活

動とならないよう、帯活動や教科書教材とのつながり

を意識し、3 年間を見通した単元デザインのもとで授

業改善に取り組んでいく必要がある。具体的には、実

社会と結び付く英語使用場面を教材に取り入れ、さら

に将来の進路や職業に関連する状況設定を意識してタ

スクを設計することで、生徒が学習内容と自分の将来

像を結び付けながら英語を使える経験を積めるように

する。日常的なやり取りの積み重ねを通して、生徒が

状況や目的に応じて言葉を選ぶ力をさらに高めていき

たい。 
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